
1991 年 8 月 14 日、金学順さんの勇気ある名のり出に
キムハクスン

よって、半世紀もの沈黙を超えて被害者たちがアジア各

地で一斉に声をあげ、日本の戦時性暴力の責任を問いま

した。そのことは、旧ユーゴ紛争をはじめ、世界の紛争

下で性暴力にさらされてきた女性たちに勇気を与え、軍

隊による性暴力の実態が暴

かれる契機となりました。

私たちは 2013 年よりこの日

を戦時性暴力の根絶をめざ

す「日本軍『慰安婦』メモ

リアル・デー」と定め、国

連記念日とするよう、アク

ションを起こしてきました。

4年目となる今年、「慰安婦」

問題をめぐってこれまでに

なく厳しい局面を迎えてい

ます。

■「日韓合意」で日本の

責任は果たされない

昨年 12 月 28 日、日韓外

相会談に続いて記者発表された日韓「合意」は、「お詫

びと反省」「(内閣総理大臣として)責任を認める」とい

う文言、あるいは国庫からの 10 億円拠出という内容で、

日本政府が被害者の要求を受け入れたかのように印象付

けました。日本国内では支持・歓迎の声が拡がり、アメ

リカ政府や潘基文国連事務総長、海外メディアからも高
パンギムン

い評価を受けました。

しかし、「合意」は韓国政府に大幅な譲歩を迫る「第

二の日韓条約」（1965 年）ともいうべき問題を内包して

いました。「お詫びと反省」の言葉が安倍首相から朴大

統領に電話で伝えられましたが、待ち続ける被害者に届

かない謝罪は謝罪とは言えません。また、「合意」はお

詫びや反省、責任を認める

という言葉はあっても、責

任の中身となる歴史的事実

には踏み込んでいません。

河野談話の一部を引用、

「当時の軍の関与の下に、

多数の女性の名誉と尊厳を

深く傷つけた問題」とある

のみです。国庫から拠出さ

れる 10 億円についても

「日韓条約で解決済み」で

あり、賠償的な意味を持つ

ものではないことを明言し

ています。そもそも、10

億円は今後被害者の名誉と

尊厳を回復するための財団

を韓国側がつくり、そこに拠出されることになっており、

あくまで事業主体は韓国側です。本来加害国である日本

が行うべき被害者の名誉と尊厳回復措置を被害国である

韓国側に丸投げしたといわざるを得ません。加えて、

「合意」で韓国政府が被害者や支援団体との事前協議も

なく「平和の碑」（少女像）の移転について述べたこと

に批判と不信感が広がったのは当然のことです。
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水曜集会に参加しましょう！
梅田・ヨドバシカメラ前

毎月第１水曜日 19:00～

阪神間 毎月第２水曜日 18:30～

神戸市内 毎月第３水曜日 18:30～

アジア連帯会議が行われた 5 月 18 日のソウル大使館前

水曜行動。李容洙ハルモニと東ティモールのイネスさん。
イ ヨ ン ス



極めつけは「最終的・不可逆的解決」という言葉です。

被害当事者の頭越しに政府間で最終的解決を約束するな

ど、前代未聞の暴挙です。そればかりか、用意周到に今

後国際社会で非難・批判を行わないことまで約束させた

のです。

■態度を一変させた韓国政府とアメリカの存在

これまで韓国政府は 2011 年の憲法裁判所決定に基づ

き、「慰安婦」問題は国家権力による反人道的不法行為

であり、日韓条約で解決したとは言えないという立場に

立って日本政府に「被害者と国民が納得できる解決」を

求めてきました。そのため「日韓条約で解決済み」とす

る日本政府との間で対立してきました。ここにきて韓国

政府が違憲状態に陥りながらも政治的妥結に至った背景

に一体何があったのでしょうか。そこに日米韓安全保障

協力を一刻も早く前に押し進めたいというアメリカの後

押しと、「慰安婦」問題の本質を理解できず、対米追従

と保身に走った朴槿恵政権の存在がありました。

安倍政権は、韓国政府はいつも「ゴールを動かす」

「蒸し返す」と非難を繰り返して韓国側の譲歩を迫り、

他方、朴政権はこれまでの政府の立場を翻し、被害者や

国民の声を無視して「合意」を受け入れたのです。そし

て、直後から起こった被害者および支援団体、学生、市

民らからの抗議と怒りの声に対し、「苦労して解決した

慰安婦問題を再び原点に戻せば、この問題は 24 年前に

戻る」と、被害者と支援者の四半世紀におよぶ闘いの歩

みを無視する暴言をためらいませんでした。

「合意」以降、アメリカの思惑通り、対中国、北朝鮮

を念頭に日米韓軍事同盟体制は飛躍的に強化され、大規

模な軍事演習が度々行われ、事あるごとに電話会談を通

して緊密な連携が図られています。在韓米軍への大量殺

傷兵器サードの配備が決定されるなど、軍事的連携はと

どまるところを知りません。まさに、被害者の平和への

願い、再び私たちのような犠牲者を生まないでという祈

りを踏みにじる事態が「合意」以降急速に進んでいます。

■歴史否定を続ける日本政府に対する国際社

会の声

2 月 15 日よりジュネーブで開催された国連女性差別

撤廃委員会での日本審査における杉山外務審議官(当時)

の発言は驚くべきものでした。冒頭で、「日韓合意」を

もって「慰安婦」問題は「最終的かつ不可逆的に解決さ

れることが確認された」として、「21 世紀こそ女性の人

権が傷つけられることのない世紀とするためリードして

いく」と語りました。

これに対し、オーストラリアのホフマイヤー委員から

日韓「合意」について、被害者中心のアプローチが今後

どのようになされるのか、また、他国の被害者に対する

国際人権法上の責務について質問がありました。続けて

委員は、これまでに他の国連機関より出された補償、加

害者の訴追、歴史教育などの勧告について、政府として

今後のどのように実施していくのかについても質問しま

した。これに対する杉山氏の回答は「政府が発見した資

料の中に軍や官憲による強制連行を確認できるものはな

かった」と、これまでの政府の立場を述べ、朝日新聞に

よる吉田証言をはじめとする誤った報道が国際的な誤解

を招いたと弁明、政府としては「国民基金」などによっ

て誠実に取り組んできたことを説明するという、質問を

無視した的外れなものでした。しかも他国の被害者につ

いては、サンフランシスコ平和条約や二国間条約などで

法的に解決済みという立場をあらためて示したのです。

中国のゾウ委員がこれに反論、「慰安婦」問題の歴史

を否定するのなら、なぜ「日韓合意」をする必要があっ

たのかと、その矛盾を突き、「慰安婦」被害者一人ひと

りに書面で謝罪する用意はあるのか、国家としての法的

責任を認め、被害回復を提供する用意はあるのかと質し

ました。杉山氏は質問には答えず、指摘はいずれも日本

政府として受け入れられないし、事実に反する発言だと

強く反論しました。政府として「お詫びと反省」「責任

を痛感」と述べることで「日韓合意」にこぎつけながら、

相変わらず歴史否定発言を繰り返し、問題の所在がどこ

にあるのかも理解できない日本政府に対し、当然ながら

厳しい勧告が出されました。

3月 7日、委員会は「慰安婦」問題と関連、「指導者

や政治家」が元「慰安婦」を傷つけるような発言をしな

いよう勧告。「日韓合意」について「被害者を中心に据

えたアプローチを採用していない」として、「合意」を

履行する際、被害者の立場に正当な考慮を払い、「彼女

たちの真実・正義・賠償への権利を確保する」よう勧告

しました。また、「効果的な救済の不足が継続している

状況では侵害が継続している」と、「慰安婦」問題が現

在進行形の人権侵害であるとの見解を示し、被害者への

賠償や公式謝罪を含む「完全かつ効果的な賠償」を行う

よう求めました。

教育や人権侵害の防止、被害回復措置など、何ひとつ

実行しようとしないばかりか、歴史的事実さえ否定する

日本政府の姿勢こそが被害者を傷つけており、国際人権

基準と大きくかけ離れていることが如実に示されたと言

えます。同日、委員会を代表して記者会見したジャハン

委員(バングラディッシュ)は「日韓合意」に言及し、
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「われわれの最終見解は（「慰安婦」問題を）まだ解決さ

れていない問題だと見なしている」と発言。10 日に国

連人権理事会で演説したゼイド・フセイ国連人権高等弁

務官(ヨルダン)は「日韓合意」について、「サバイバー

自身から異議が唱えられている」「償いを受け取ったか

どうかは、彼女たちだけが判断できる」と述べました。

しかし、菅官房長官および岸田外務大臣は、「勧告は

国際社会の受け止めと大きくかけ離れており、批判は全

く当たらない」と主張、直ちに国連側に抗議しました。

言うまでもなく、国際社会の人権基準と大きくかけ離れ

ているのは日本政府自身です。

■被害者と韓国市民社会の願い

韓国では「合意」の翌日 29 日には韓国挺身隊問題対

策協議会をはじめ市民団体が「日本軍『慰安婦』関連団

体の立場」とする抗議声明を発表、12 月 30 日の水曜デ

モには被害者自ら参加して抗議の声をあげました。1月

6日には「日本軍『慰安婦』問題の正義の解決世界行動」

が呼びかけられ、13 カ国 41 カ所で集会・デモが開催さ

れました。

被害者たちは「安倍首相は私たちの前に来て謝罪すべ

き」「お金じゃない。名誉回復を求める」「亡くなった被

害者に面目ない」と語っています。当事者を抜きに外交

決着したうえで、これしかない、受け入れろと言うのが

政府が被害者に対して取るべき態度でしょうか。「合意」

後、多くの市民社会団体が次々と抗議声明を発表、日本

大使館前では抗議行動が連日のように行われるなか、1

月 14日、「合意」に反対する市民らによる「『慰安婦』

合意無効と正義の解決のための全国行動」が立ち上がり

ました。6月には、「日本軍性奴隷問題解決のための正

義・記憶財団」が発足します。「慰安婦」問題の真相究

明と、被害者福祉を目的とする財団に、現在までに 10

億ウォン（1億円）の募金が集まっています。

一方、5月 31 日、韓国政府は「日韓合意」に基づく

「和解・癒し財団」設立に向けて金兌玄誠信女子大名誉
キムテヒョン

教授を委員長として準備委員会を設置しました。金委員

長は会見で日本政府からの 10 億円の意味について「（被

害者を）治癒するための資金であり、賠償金ではないと

思う」と述べたものの、政府の立場と違うとして後に撤

回する場面がありました。10 億円の拠出金が法的責任

を認めたものではなく、賠償金でないことは日本政府が

当初から明言しているにも関わらず、賠償金であるかの

ように誤魔化し、被害者を納得させようとする韓国政府

の姿勢は受け入れがたいものです。また、当初 6月と言

われていた財団設立が 7月末へとずれこんだ背景には、

10 億円の拠出に際し、「少女像」の撤去を求める日本政

府内からの強い要求があります。「合意」直後からスター

トした日本大使館前「少女像」移転に抗議する学生らに

よる行動と市民による支援は現在も続いています。「少

女像」を公館の威厳を損なうから撤去せよという日本政

府の要求こそ、被害者を侮辱するものであり、歴史的事

実や記憶を消し去りたいという願望にほかなりません。

同時にそれが「合意」の中心にあった日本政府の意図な

のでしょう。「日韓合意」は結局、財団を通じて日本政

府からのお金を被害者たちに伝達することで、この問題

を終わりにすること、歴史から葬り去ることにその目的

はあったといえます。

しかし、日本軍「慰安婦」の歴史をなかったことにす

ることはできません。たとえすべての被害者が亡くなら

れたとしても、その記憶と記録は未来へと引き継がれる

でしょう。被害者たちの引き裂かれた人生を取り戻すこ

とはできなくとも、その遺志を継いで平和な未来を描く

ことはできます。日本政府の加害責任を問い、性暴力の

歴史を断ち切るために私たちはこれからも行動します。

5月 31 日、日本や韓国、中国、フィリピン、インド

ネシア、東ティモール、オランダ、台湾など被害国市民

による「国際連帯委員会」と、英ロンドンの「帝国戦争

博物館」が共同で「日本軍『慰安婦』の声」という名称

でユネスコの世界記憶遺産に「慰安婦」問題関連資料の

登録申請をしたことはそのための大きな一歩でした。

「合意」から半年余りの間に、韓国の被害者のうち 6

名が亡くなり、生存者は 40 名となりました。被害者の

名のり出と、25 年間の運動および民間の調査・研究が

切り拓いた地平を見据え、これからも決してあきらめる

ことなく、みなさまとともに日本政府に解決を求めると

ともに、今も続く戦時性暴力の実相に迫り、女性の人権

につながる議論へとさらに発展させていきましょう。
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水曜行動では若い学生たちがたくさん集っていました。



2016 年 5 月 18 日～ 20日、ソウルにおいて第 14 回日

本軍「慰安婦」問題解決のためのアジア連帯会議が開催

されました。フィリピンのエステリータ・バスバーニョ・

ディ、東ティモールのイネス・マガリャイス・ゴンサル

ベス、大韓民国の吉元玉、金福童、安点順、李容洙さん
キルウォノク キムポットン アンヂョンスン イ ヨ ン ス

ら生存者と、東ティモール、フィリピン、インドネシア、

台湾、香港、中国、日本、アメリカ、オランダ、韓国な

どの活動家が参加しました。もちろん私たち関西ネット

からも、たくさん参加しました。

アジア連帯会議は、第 1回の 1993 年以来、情勢の節

目ごとに開催されてきましたが、今回のアジア連帯会議

は近年になく緊張の中での開催でした。理由はもちろん、

12 月 28 日の日韓合意にあります。韓国では、今回の日

韓合意によって被害者の尊厳が踏みにじられたまま、国

家主権を「売りとばす」ような形で一方的に「解決」し

てしまうことに大きな危機感があり、学生をはじめとし

て「合意破棄」の運動が広まっています。しかし朴槿恵
パ ク ク ネ

政権は日本政府拠出 10 億円を受け入れるための財団設

立を強行し、韓国挺対協に対しては代表に対する個人誹

謗も含めた右派総動員での攻撃が始まっていました。

かたや日本は、ほとんどのマスコミや政党が「合意歓

迎」のムードの中で、全く正しい歴史認識が共有されて

いないことを突きつけられ愕然としてしまうような状況

にあります。

日韓「合意」にどう対処するか？ それが会議の大き

な課題となりました。

そのような中で道筋を示してくれたのは、またしても

当事者である被害者たちでした。

■合意は被害者を二度殺す

フィリピンのロラ・エステリータはこのようにおっしゃっ

ていました。

「日本は責務を果たさねばならない。日本は何を待っ

て、時間をずらすのか。正義を果たすのがそれほどむず

かしいのか。過去の行いを認めるだけ、何も難しいこと

ではない。

この闘いは続けましょう。これまで亡くなられた被害

者も含めて、闘いを続けましょう。私が斃れた後も、皆
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参加された被害者たち。左から金福童ハルモニ、吉元玉ハルモニ、イネス・マガリャイス・ゴンサルベスさん、

ロラ・エステリータ・ディ、李容洙ハルモニ、安点順ハルモニ



さんで闘いを続けて欲しい！」

金福童ハルモニは、このようにおっしゃっていました。

「雨の日も雪の日も、共に歩んでくれてありがとう。

長い旅になって申し訳ない。

私たちは未だに解放されていない。大金が欲しいわけ

じゃない。自分たちがやったと、日本政府が認めてくれ

ればよい。政府には一緒に闘って欲しいと言っていたが、

勝手に『解決』された。謝罪も受けずに妥結された。

雨の日も雪の日も、少女像は学生たちが守ってくれて

いる。私は死ぬまで闘う！」

李容洙ハルモニはこのようにおっしゃっていました。

「私は 12.28 合意を無視する。みなさんも無視してく

ださい。この合意は被害者を二度殺すようなもの。もう

政府は信じない。国民を信じる」

この合意が、どれだけ被害者の心を傷つけているか、

二度殺しているか、痛いほどわかりました。「死ぬまで」

「死んでからも」闘うと、どなたもおっしゃっていまし

た。私たちはこの声に対して、どのような顔をして受け

止めれればいいのでしょうか。

今回初めてアジア連帯会議に参加された、東ティモー

ルのイネスさんの証言は、改めて私たちの責任を突きつ

けました。

イネスさんは「行かないと父母を殺す」と脅され、慰

安所に入れられました。一晩にたくさんの兵士の相手を

しなければならず、性器が痛くて歩くこともできず、た

だただ日本兵が怖かったそうです。妊娠し、慰安所で出

産しましたが、日本兵はその子を奪い、その後どうなっ

たかもわからないとのことでした。

このような壮絶な被害体験をした女性に、12.28 合意

後の安倍首相の一連の言葉はどのように受け止められた

でしょうか。12.28 合意とは、まさに暴力そのものです。

■「日本政府への提言」を受け入れさせよう

被害者証言を受け、各国からの報告と討論の中で、12.

28 日韓合意が、過去 25 年間問題解決のため努力してき

た被害者と市民社会の熱望を踏みにじる重大な挑戦であ

るとの認識を、私たちは共有しました。12.28 日韓合意

は、両国政府が主張するような「最終的かつ不可逆的な

解決」ではないのはもちろんのこと、根本的に日本軍

「慰安婦」問題の解決策になりえないという事実をはっ

きりと確認しました。

では「解決」とはなんであるのか？ それはすでに私

たちの結論は出ています。第 12 回アジア連帯会議で採

択した「日本政府への提言」を実現することです。つま

り、事実の認定、そしてそれに伴う謝罪と賠償を行い、

次世代への教育等の後続措置を実現することです。なに

よりもまずは被害者に対して日本国がどのような加害を

行ったのか、その事実認定が何よりも大事だということ

は、今回の日韓合意が逆説的に示しています。

アジア連帯会議の最終日、「決議及び行動計画」を採

択しました。そのなかで「日韓合意は解決たり得ない」

ということを確認し、日本政府に対して「提言」を受け

入れるよう求め、また韓国政府も国際人権基準に則った

解決を実現するよう求めました。そしてそれを実現する

ために世界中で運動を展開していくことを確認しました。

金福童ハルモニに「長い旅になって申し訳ない」と言

われたことを、あの日以来何度も思い返します。この問

題が解決できないことは日本の側の責任であるのに、被

害者にそのように言われるなんて！ 安倍政権の犯罪性

と日本社会の体たらくを目の前にして、私たちは被害者

たちにどのように向きあえばいいのでしょうか？

ロラ・エステリータは「私が斃れた後も、皆さんで闘

いを続けて欲しい！」と仰っていました。闘いとは勝ち

負けだけではありません。闘いを続けることを被害者が

求めるのであれば、私たちはやるしかありません。

宋神道さんも、映画『オレの心は負けてない』の中で、
ソンシンド

「これはお前らの問題だ」と仰っていました。そう、こ

れは私たちの問題です。最低な今の日本社会にあって、

それでも希望を持って生きていく術を、アジア連帯会議

の中で教えられました。

※「日本政府への提言」は以下にアップしています。

http://www.ianfu-kansai-net.org/teigen.html

（だい）
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第 1 回金福童ナビ平和賞の授賞式。第 1 回目の平

和賞は韓国基地村の 3 つの支援団体に贈られました。
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4 年ぶりの日韓首脳会談を直前にした、2015 年 10 月

31 日、「『安倍談話』による歴史の書き換えを許さない！

慰安所は、日本軍が設置した軍の施設だった！」と題し

て、永井和京都大学教授と、全国行動の共同代表でもあ

り wam 事務局長の渡辺美奈さんのお話を聞きました。

永井さんのテーマは「歴史学からみた『慰安婦』問題

〜当時の日本軍・警察資料から」で、日本軍の責任を認

めない右派の史料解釈が恣意的であるにもかかわらず、

一部の歴史家に支持されていることが史料実証主義の立

場から許せないと、その研究の目的を話されました。慰

安所は軍の内部規則を改定して設置した法的根拠がある

こと、女性の募集や渡航に関して軍が警察に協力を要請

していたこと、「慰安婦」制度が人身売買による性奴隷

制であったことを公文書をもって実証されました。慰安

所は軍の編成に組み込まれた後方施設であり、「慰安婦」

に対する責任は国と軍にあり、「合法の民間の公娼施設」

という説は事実と合致しないと批判されました。安倍政

権はこれらの歴史的事実に向き合わないばかりか、史料

を都合よく歪曲する「日本軍無実論」を根拠にしている

ことが明らかにされました。

渡辺さんは、国際社会が女性の人権問題として解決を

求めていること、日本政府が事実認定をしたうえで被害

回復措置をとることが解決への道であると参加者へ呼び

かけました。（Rengyou）

鄭栄桓さんによる朴裕河『帝国の慰安婦』批判はとて
チョンヨンファン パ ク ユ ハ

も明快でした。朴裕河は恣意的に誤った引用(例えば日

本人兵士の主観を朝鮮人「慰安婦」の主観にすり替える

など）を行い、彼女の勝手な解釈をあたかも客観的事実

であるかのように記述します。また業者の責任が問えな

いから国家の責任も問えないかのような誘導は、最大の

加害当事者である日本軍と日本政府の責任を免罪する、

犯罪的な主張です。

そして朴裕河批判は、彼女への個人攻撃ではなく、む

しろ日本社会の矛盾を指摘するものでした。『帝国の慰

安婦』の本当の問題はこの日本社会が日本軍「慰安婦」

問題をどう解決したいのか、特にリベラル知識人・言論

者の欲望がこの本を通して垣間見えると指摘されました。

つまり日本軍によって性奴隷とされトラウマや身体の傷

を負った性暴力被害者に対して向き合うことなく“和解”

したい、お金を出すだけで、公式の謝罪も事実認定のな

いままこの問題を忘れてしまいたい、というこの社会全

体の欲望こそ問題であると話されました。加害者責任を

問わずに、このアジア全域の女性たちへの重大な人権侵

害の問題を日韓の外交問題にすり替え、あたかも挺対協

が民族主義やナショナリズムを掲げて問題解決を妨げて

きたかのような議論はむしろ、彼らリベラル知識人の中

の植民地主義意識や性差別主義が問われている、と感じ

ました。（柴田）

韓国挺対協の尹美香代表をお招きして、挺対協 25 年
ユンミヒャン

の歩みを語っていただきました。

2004 年シアトルでのこと。一人の学生が「これほど

残酷な被害に遭っても堂々と活動する力の源泉は何なの

か？」という質問をしたその時、ハルモニは代表たちを

指して、「この人たちが私たちに『恥ずかしいことでは

ない』と励ましてくれたおかげだ。そして運動に参加し

て『過ちは日本政府にあり、私たちには何の罪もない』

ということがわかった」と答えたのだそうです。

1992 年 5 月「父母の日」行事での金順徳ハルモニと
キムスンドク

文必琪ハルモニの出会いのエピソードも印象的でした。
ムンピルギ

元々友人だったのだが、互いに自分が「慰安婦」だった

という事実を相手に知らせていなかった 2人がこの行事

で出会い、「ああ、あんたもそこに行っていたのか」と。

そのころの水曜デモの写真を見せてもらいましたが、そ

の頃はプラカードで顔を隠している方もいます。

被害者たちが名乗り出て、被害者同士が認知し合い、

支援者に支えられていることで被害回復を実現する。挺

対協の 25 年とはまさにそのための 25 年であったのだと

実感しました。

韓国軍事政権の中で成長した女性運動にルーツをもつ

挺対協の運動は、日本の運動よりも苦しいものでした。

しかし尹美香代表はいつも笑っています。困難なときほ

ど笑って運動をする大切さを教えられました。（だい）
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国連の女性差別撤廃委員会（CEDAW）での第 7・8次日

本報告の審査について、2月にジュネーブで委員への情

報提供活動を行った日本軍「慰安婦」問題解決全国行動

共同代表の渡辺美奈さんから話を聴きました。渡辺さん

は「審議での政府代表の態度は、傍聴していて恥ずかし

かった」と言います。政府代表は委員の質問には答えず、

「強制連行を示す文書はない。朝日新聞が誤報した。性

奴隷ではない。日韓で妥結した」等と日本政府の立場を

一方的に述べ、また、委員の発言に対して「事実に反し

ている」と侮辱的な返答に終始しました。その結果、3

月に出された勧告は、日韓「合意」は国際人権基準に及

ばない、他の国の被害者への責務、教科書への記載等、

政府にとって厳しい内容でした。また、日本政府が国連

勧告の無視や過去の行為に遡及適用不可の主張を続けて

いることも指摘されました。にもかかわらず、政府は

「勧告は極めて遺憾で受け入れられない」と、すぐに委

員会に申し入れました。その後も、何人もの国連関係者

から「被害者不在では解決にならない」という声があがっ

ています。日本政府は恥ずべき態度をやめて、国際社会

の声に耳を傾けるべきです。渡辺さんは最後に「国連の

勧告を使って日本を変えるのは私たちだ」と訴えました。

集会後、熊本地震での多数の犠牲者を悼み、急遽サイ

レント・デモに変更して街頭アピールを行いました。

（蜻）

台湾で日本軍「慰安婦」被害女性たちの支援を行なっ

てきた婦女救援社会福利事業基金会（婦援会）が 2013

年に制作した映画「蘆葦の歌」を上映し、「台湾の元

『慰安婦』裁判を支援する会」の柴洋子さんからお話を

うかがいました。

映画には、静かな部屋でゆったりとくつろげる椅子に

座ったアマ（おばあさん）が、日頃から一対一でサポー

トを受けている婦援会の女性スタッフと話をし、長い間

心の中に押し隠していた被害体験、哀しみや怒りの感情

を表出していく様子が描かれていました。さらには、劇

や踊りなどを交えたワークショップ、旅行、願いの実現

（一日郵便配達員体験、ウエディングドレスを着て写真

を撮ることなど）を通じて、アマたちは真の心の解放を

果たしていくのです。このような支援は、婦援会が「慰

安婦」問題に関わる前から DV や性暴力被害者の心の傷

を癒やす事業を行ってきたからこそ可能だったと、後で

柴さんが話してくださいました。

当初とても裁判を起こしそうには見えなかったアマた

ちが提訴に至ったのは、婦援会が尊厳の回復を実現でき

たからであり、だからこそ、裁判に敗れてもアマたちの

心は敗北しなかったという柴さんのお話は、映画の内容

とあいまって、参加者に深い感銘を与えるものでした。

（たな）

講師に、大学教員であり、「慰安婦」問題解決のため

にも積極的に活動されている李娜榮さんを韓国からお迎
イ ナ ヨ ン

えしました。

「米軍基地村の起源は、1916 年、日本が朝鮮半島で公

娼制度を全国的な統一法規で施行したことにある。解放

後、1947 年に公娼制度を廃止したが、米軍や韓国軍は

日本が作った公娼地域活用だけではなく、登録制・性病

管理等、国家規制性売買体制を維持して兵士の性管理を

行い、政府は基地村を黙認という二重性を続けた。朴正

煕政権はさらに、経済発展をめざし基地村に積極的介入

と支援を行った。洋公主等と呼ばれて蔑視されていた女
ヤンコンジュ

性たちを個人外交官、愛国者等と持ち上げ、彼女たちが

稼ぐ外貨に家族・地域社会・国家が寄生したが、女性た

ちは逃げることのできない暴力や厳しい管理のもとに置

かれた」「2014 年 6 月、『米軍慰安婦』だったと名乗り

出た 122 名の女性たちが韓国政府の基地村政策は人権侵

害だと訴え、国家賠償請求訴訟に立ちあがった」「『慰安

婦』と『洋公主』は帝国の兵士のために他国の女性の身

体を動員、抑圧した制度。今も進行している不平等・差

別・暴力構造と連関している問題」等と話されました。

これらの歴史的ジェンダー不正義に責任を負おうとす

る私たちは何をなすべきかと投げかけられました。そし

て日常の活動の継続を強く訴えられました。（蜻）
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ニュースレター 10 号発行に際し、活動協力金をお

願いする振込用紙を同封させていただきます。昨年

10 月 16 日の 9 号発行時にも同様のお願いをし、そ

れ以後、今年 7 月 16 日までにお寄せいただいた活

動協力金やカンパは 263,460 円にのぼります。

皆様のご支援に心からお礼申し上げます。

関西ネットの会計状況は以下のとおりです。

2015 年 10 月 16 日 会計残高 315,968 円

2016 年 7 月 16 日 会計残高 221,989 円

昨年 10 月以降 9ヶ月の間に、活動報告にあるよう

な各種催しを行いました。毎回、多くの皆さんのご参

加をいただいたものの、会場費の値上がりや遠方から

ゲストをお招きするという事情などにより、黒字になっ

たのは一回だけでした。また、月の第一水曜に梅田ヨ

ドバシカメラ前で行う街頭行動には、毎回 2,000 円

の道路使用料が発生し、ほぼ月に 2 回のペースで開

く会議にも､最低 2,500 円の施設利用料が必要です。

日韓「合意」成立後、もう「慰安婦」問題は解決済

みというような雰囲気が、政権のメディア操作によっ

て作られている中、「合意」は解決ではないというこ

とを多くの市民に伝えるため、今後も色々な取り組み

を行いたいと考えています。

活動へのご支援をどうかよろしくお願い申し上げま

す。

日本軍「慰安婦」問題解決のために、1992年１月からソウルの日本大使館前で始まった水曜デモは、毎週
水曜日に続けられています。被害者が苦しみの中から名乗り出て、長い間尊厳を取り戻すために闘ってきた、
このデモに連帯して大阪でも第１水曜日に大阪駅前で集会を行っています。
2015年 12月 28日、日本と韓国の政府はこの問題の「妥結」をめざして外相会談を行い「最終的かつ不可

逆的に解決されることを確認」と発表しましたが、被害者たちの当然の権利と、長い間求めてきた要求を、政
府間で勝手に「終止符を打つ」ことは断じて許されません。そして、被害者は、台湾・中国・フィリピン・イ
ンドネシア等、その他の国々にも大勢おられ、二国間の外交問題ではありません。この問題は、女性への重大
な人権侵害であり 歴史的事実です。日本政府はこの事実をはっきりと認めたうえで、被害者に対して謝罪と補
償を行わなければならないはずです。
ぜひとも、私たちと一緒に声をあげましょう！
大阪ヨドバシカメラ前で、午後７時にお待ちしています！！

（kyonja）


